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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、77%が森林で占められている本県は、林木の生
育に適した温暖多雨な気象条件のもとで、林業生産活動が活発に行われてきまし
たｏ

森林資源の内容は、人工林率61％、ha当たりの蓄積167m3で全国的にみても優

位にありますが、人工林は、保育、間伐を必要とする林分が大半を占めており、
また、広葉樹資源は、その保続と利用開発が要求されています。
一方、木材生産のみならず、自然環境の保全形成等公益的機能の高度発揮と緑

資源の維持造成に対する県民の期待はますます高まってまいりました。
また、県土の63％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のか

ん養、県土の保全等の重要な機能やすぐれた自然と文化を持ち、県民生活に大き

な潤いを与えてまいりましたが、このような山村の役割に対する都市住民の要請
は、一段と高まってまいりましたｏしかし、地域をとりまく生活環境、就労の場

等生活条件は依然として厳しい状態におかれています。
このように、森林・林業及び山村に対する多様化する要請に応えていくために

は、現状を正確には握し、有効に施策を展開することが必要であります。

本習は、本県の林業と山村の現状を図表等によりわかりやすく集録したもので
すが、林業関係者はじめ各方面の方とに広く活用していただき、本県林業の振興

と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。

電遡彦ノ

陶呼ソ

昭和60年4月

農 林 部 長 高 垣 修 一一一
ひグザー
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第 1 林業編
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和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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１ 森 林

（１）林野面積．……･･県土の７７

本県の林野面積（昭和師年４月現

で、県土面積の77％を占めている。

は95％で、国有林は５％にすぎない

土 地 利 用 の 状 況
光は繭

市町村別林野率図 ､嘗炉劃
対象森林
は6 " h a

可杯のつち地域群杯盲
343,"5ha対象外妙
(注）林政課業務資＊

昭和59年唯県陶
＜ごア

[ブ 年鑑

…

凡 例

醗園晶瀦上
mmmmm75̅85%未瀞
廐霊罰65̅75%未ボ
廐藤蕊罰50̅65%未ボ
｢̅-]50%未満 知年４月林敏裸業務稲
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(2)森林資源………人工林率61％
民有林のうち人工林面積は、釦9,124haでその蓄獄は、34,8",616㎡(167㎡/ha)となってお
り、全国的にみても優位にある。
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人工林樹種別構成
3.5％(マツ）
7,307ha 0.5％(広葉樹）

１ １ １

人工林齢級構成（面積）スギ・ヒノキ
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ha
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335 (18）
(17）

単位：百ha
（）内は％
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20,000 178
(9) 136
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57,154ha

スギ91 , 3 7 3 h a
(注)昭和60年４月林政課業務資料

ヒノキ 1 0 9 , 4 4 4 h a

- ４ -

〔材積〕

91,373ha 1",444ha

〔スギ〕1,836万㎡

209,124ha

Ｉ 〔ヒノキ〕1,554万㎡



( 3 )森林施業計画………増加する認定面積
伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認定面御主年々

墹加し、５８年度末現在では、民有林（県梅林を除く）の64％に当たる213,321haとなっている。
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市町村別認定カバー率（58年度）
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２ 造 林 … … … 年 々 減 少 す る 造 林 面 積

戦後活発に行われた人l造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少を続け、"年には、1,2MB

となった。樹樋別にはヒノキが80％に当たる1,009haを占め、資金別にみると補助造林が63%に当

たる798haとなっている。

造 林 面 稲

ha
２,釦Ｏｒ
ｌ
Ｉ2."0卜
',500{
’1,000

｛５０００

2,373

1,872 l,789

八
l.647

八』…

八 'f58……造林､積
77周……うち拡大造林

ｐＵ」こ

班Ａ胤蝿蝿濟ｕ

｡…うち再造林

農農 患
58年5７5６5５5４

樹種別造林面積

％昨ＩｌｌＬｌｌＩｌＩトーｌｌｌｒＩＩｌＬｌｌｌＬ

鋤

釦

扣

釦
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０１ 1･･･その他
.．…スギ

５ 鋼" 喝 -

1,93

･･･ヒノキ

５ ４ ５ ５
(注)林業裸業務碕料
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資金別造林面積

ha
２,印0

》》一

2,0伽

1,釦０

その他造林
1８ha

自力等造林
61ha

1,"O

公社･公団･鼎ｲ礎淋
199ha

融 資造林
182ha

5㈹

）二
補 助 造 林
7 " h aＩ

０
58年5 ６ ５ ７5５5４
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３ 林 道 … … … 急 が れ る 林 道 整 備
民有林林通の総延災は59年４月１日現在で760路線1,m7KITIとなった。そのうち自動車道はlJ25
Kmで林道密度は3.27m/haとなっている。

林道開設の推移（一般・林総・林構）

事業費（億円）
1 ５ ２ ０ ２ ５ ３ ０ ３ ５

延 艮 ( m )
㈹,00050 ,00040 ,00030 ,mO20 ,000年度

5４

｣ …

5５

5６ 別.３52‘5８

5７

Ｉ5８

管理主体別林道延長（自動車道）林道開設種類別実績（公団等含む）
ー

〆
(注)昭和58年度末林政課業務漬料cl

企
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市町村別林道密度図（59年４月１日現在自動車道）
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４ 林 産 物 の 生 産

( 1 ) 素材生産愚
昭和58年の紫材生産瞳は前年に比べ若干墹加したが、ここ３年間は3側千㎡台で推移している。

また、素材の用途別比率は製材用が帥％を占めている。

用途別素材生産量

釦０

- … ﾉ

卜伽4 ” ３８２

賜蝋腰諦"篝諺参 〃
、 〃

蓼 ←製材用釦7千㎡

笏髪 戎

千
㎡

訂 銘 年5 ５ ５ ６5４

所有形態別素材生産綴（58年）樹種別素材生産鐙（58年）

８
IIj町村有林2%入 一

ー

酎 鴬 １ 唾

。坐."囮

(注)昭和58年素材需給趾統計
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( 2 ) しいたけ生産量
山村農林家の賢政な所得源となっているしいたけ生廠趾は茨定している。
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(3)木炭生産篭･…･…．根強い需要に維持される傭長炭の生産

燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特産の伽焚炭の良さが見直され、根強い需要にさ
さえられて生産鼠は安定している。
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( 4 )その他の特用林産物生産量
P

しいたけとともにlll村股林家の所糾源である特用林産物の生産Iltは、年によって生産趾が不安定

である。

〈 り
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( 5 ) 山林用種苗
山行苗木生産趾は年々減少し、５５年と59年を比較すると51％減少した。

山行苗木生産量の推移
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５林業所得………減少した生産林業所得
木材生産が大半を占める生旅林業所紳は木材価柊の低迷等による伐りびかえから減少が統いてい

￥
つ。

百万円

師 廐

-も苧"

5８5７論ＦＯ-Ｄ5４

部門別生産林業所得（58年）林業租生産額（58年）

林野副産物105林野副産物1"
＝ 鐵蕊議

(注)生産林業所得銃計報告I叩
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６製材エ場………減少著しい製材工場

製材工場は年々減少傾向を示しており、特に外材製材の減少が大きい。
全本の33％を占めているが素材入荷雌は13％にすぎず、外材専用、国産イ
規模は小さい。

製材工場数等（58年）

きい。また、国産材騨用工場は、
国産材・外材併用工場に比べて

０ 2０ 4０ 帥 1００帥

4 ４ ７ ４ 152 9３ 4８
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(411)
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…

県下製材エ場の推移

G抄 木材需給報fjル
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年 次 総 工 場 数 うち国産材専用 うち外材専用 うち併用
５４ ４６８ １４５ ２０１ １２２
５５ ４６１ １６２ １７８ １２１
5６ ４５1 １４９ １７７ １２５
5７ ４３９ １５０ １６８ １２１
5８ ４1１ １３７ １６２ １１２

対54減少率 A１２．２% △５．５％ △１９．２％ △９．２％



７ 木 材 需 要

（１）木材弼要･･……停滞する木材需要
木材需要趾は、５４年まで1,800千㎡台でほぼ横ばいの状態が焼いていたｶミ
５８年の木材供給は国産材23％(349千㎡）外材77%(1,179千㎡）となってお’

が高し､

'､の状態が焼いていたカミ弱年以降減少した。

1,179千㎡）となっており依然として外材比率

、
可諦輻、

”

2 ｍ
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一
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素材入荷量の内訳（58年）
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木材の用途別需要量
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( 2 )住宅建設（全国）………低迷する住宅建設

住宅君工戸数は59年や-や回iⅡ傾向にあるが､持家住宅の減少等から木材滞要は伸び悔み深刻な問題
となっている。

住 宅 藩 工 戸 数
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( 3 )木材価格………低迷を続ける木材価格
５０年を埜姻とした木材価格の変動は、別。５５年に

ノキの製材品が極端に値下りしている。

別。５５年に急上昇したが弱年から低下し統けており中でも上

製材用素材価格（50年＝１００）本県
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８林業経営･…･…．著しく低下した林業収益率
育林労賃、伐出労賃単価の上昇は、４５年の3.5～3.9倍で、素材価格、山元立木価格の上昇率をは
るかに上回り、林業経営の収益率は著しく低下してきた。

伐出労賃単価指数釣3(９４蛇円）“０
指

数
6 一 一 ｑ D 千
野株帯哲蛍価糟鋤郵 ( 7W F3伽

鱈零

2 ”

Ｉ

1側

4 ５ ４ ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ 釦 ５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４ 弱 ５ ６ ５ ７ 記 “

(注)林業統計要覧

､ …
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９ 林 業 就 業

（１）林業就業者数………減少を続ける林業就業者
５５年における林業就業者数は4,077人で、３５年に比して69％の大幅なｊ

また、林業自営者と林業労働者の比（55年）は、３：７となっている。
35年に比して69％の大幅な減少を示している。

林業就業者数の推移

1５，

、妙ッ

10,

5，

３５ 4０ ４５ 5０ 5５

､ …

(注）国勢潟盗による。

、
、
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(2)林業就業構造……･･高齢化する林業就業者

３５年には全体の半数以上を占めていた如才未満の林業就業者は、５５年には僅か13影に減

少し、逆に如才以上が大半を占めるようになり、著しく高齢化が進んでいる。また30才未満
は僅か４％にすぎず、後継者の確保が重要な課題となっている。

年齢階層別林業就業者数

０ 20 4０ 60 8０ 100%

３５年
(13,363人） ‘,¥嵐４

～

４０年
(6,882人〕 2７２７

４５年
(5,956人）

5 0年
(5,014人）

５５年
(4,077人） ９

農 業
(69,011人）

全産業
(499,416人） ）一
農業・全産業は5奔

Ⅲ129才以下彦易30-39才[司40̅59才[．60才以上
(注）国勢調査による。
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１０林家と林研グループ
（１）林家………大半を占める零細規模の林家

保有林5ha以下の林家が全体の艶％を占め、零細な規模の林家が多い。また、山林の保有
目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

保有山林規模別林家数

､ 露 ｼ '

４十Ｆ
3 . 4 粥

Ｆ
粥（

林家の意筒

零
一一

鰯立木素材、房ﾐ、嘩鯵 入樒慨 林家の
主 な
収 入

一その他
４％

林業労働
４％

…

6 鰯

”雇用労

瀞 自家労働、
依存型
、２２％

自家労働、
依存型

盈蓋
働が従
､14%

林業労働
の形態』

自雇用労働
依存型 暁

54％

(注）森林施業等意向調査（和歌山県）
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( 2 ) 林業研究グループ… ' … ･ ･ 活躍する林研グループ

地域林業の中核的担い手である林研グループは現在44グループ(1,165人）あり、各方面で活躍し

ている。

会

員

数
亜 弼

､滝'

。 ’ ＆蓼

霧|諺|診'諺
昴 僻

典 典 岡 田 戚 賀 都

０グループ数 1０ 2０

16青 年 の 山 造 成 ﾀＪ ｐ Ｊ Ｊ ｊ Ｊ ﾀ ｸ " " ク グ ロ グ ヴ グ ク " ｸ ｸ ﾀ ｸ ｸ ｸ ｸ ﾀ ｸ ｩ ｸ ｸ ｸ ｸ ｸ Ｆ グ ワ ク ワ タ ク 伊 ｸ ｸ ﾀ ﾀ ｸ J
‘ ヴ ゲ タ グ J ク ゴ ク ダ " " ﾀ ｸ ｸ ｸ ﾀ ｸ ｸ グ ク ク タ タ F ｸ ﾀ ｸ ﾀ ﾀ ﾀ ｸ ｸ ｩ ｸ ﾀ ｸ ﾀ ｩ ﾀ ﾀ ﾀ ” ｡ Ｆ " ダ ダ 248

… ｸ1９
翰溺潅潅癖鰯潅潅溺潅霧鰯露溺弱〃癖溺露溺舜:溺鰯琢溺雍溌雍露露霊溌育 林 ・ 経 営
瀦癖駕潅霧認霧潅認認潅詑 6ｍ

育 苗 と 育 林

高度集約林業経営

Ⅷグループ数
E要溺構成員数

育林と特用林産物

しいたげ栽培

釦０ 4側 印００ 人 数 100 釦０
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森林組合．．…･…望まれる森林組合の育成強化
森林組合数は“組合-唾組合員総数は23,158人（１組合平均526人）、出資金総額は379,103千円
(同8,615千円）となっている。また、作業避の有する組合は25組合で作業斑数は1,001人である。

１１

森林組合組織状況の推移
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、…メ 全県に対する森林組合の占める割合（58年度）

県）民有林面積
(344,"4ha)

素 材 生 産
（麺,叩㎡）

造 林 面 積
(1,2$ha)

林 業 就 業 者
（4,077人）
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１２県±の保全………県林業関係予算の３割を占める治山事業

林地の崩壊を防止・復旧する治山Ｊｆ業や保安林改良、生活環境保全林の§
は、林業関係一般会計予算の約３割を占めている。

生活環境保全林の整備など治山関連珈莱費

治山事業の推移（事業費）

億円3,M,096 3,215,3弱
銘 ､､漣ノ3,鱒2,1253,0” ,234
30 3.173294

記

記

2４

2２

20

1８

０
弱年度5８訂5５ 弱

ｰ ﾉ

-２６-
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事業別内訳（59年度）

復 旧 治 山

予 防 治 山
､蝉ゾ

海岸防災林
造 成

保安林改良 ４０１５千F

Ｊ

生 活 環 境
保全林整伽

地すべり防止
》

松くい虫被害
緊急対策治山

- J 砿要水源山地
整 備 治 山

そ の 他

-２７-



林地開発許可の実績（55～59年度５箇年間）

件数 ５ 1０
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１３森林の機能･…･年額5,621億余円の公益的機能
森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん養及び生活環境の保全・形成等多面的
機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を計風化すると年額
5,621億円の効用を県民にもたらしていると評価している。

森林の公益機能の評価
５，髄１億円
（100）

､ 率 '

円
ｊ

土
砂
崩
壊
防
止

礪叩
機

能

ｌ

ｌ

円譜

醐錘砂流出防趣

認く
円億

Ｊ

鬮轤鳥獣鎧

９
ｎ

円
開
く

億９
Ｊ

鰯鶚か窪

８

９

０

１

ニー且，〃ｆ、

円蝿蜘
剛榊蝉》搾健休罐

円
１

億

函蝿翻酎蝿塵雑素雌給掛大錆

０１
の
９
３

１

総 浄 酸 機 保 機 水
素

化 供 健 源
給 か

機 。 休
大 ん

額 能 気 能 養 能 獲

(注）昭和59年11月林政課業務資料

保安林の種類別面積（民有林)80,864ha
､ - 』

その他1,855,ha
（２％）

注：保健2, "1ha
風致1 8 5 h a

保安林種の重複については
上位保安林へ計上している。

(注）昭和60年３月末（見込み）林業課業務資料

-２９-

ZソＺZ〃〃ソ〃％ ウ受
ＺZ
／Z
〃

Ｚ％
〃
〃

〃ソ
〃ｿ
〃Ｚ

％ン
門Ｚ
ＺZ

ＺＺ
〃
〃

Ｉ

,土砂ｊ
壊防Ｉ・１９，６
（２

１

i出崩一
ｉ
)２ha-
1影）

一

〃〃ソパZＺZＺソ
〃ノ
Ｚソ
沐
Ｊ
ｒ
ｊ
ｒ
〃

５
扇かん養リ,３７７ha
７３粥）

Ｚソ
ZＺ
〃
〃

／ Ｚ
Ｚノ
〃
Ｚソ

門Ｚ
ＺZ〃／％〃ソ〃〃〃ＺソＺＺ〃
ＺZＺZ〃Ｚ2ＺZ／％ＺソＺノパＺ〃
ＺＺ〃〃ノＺZＺＺ〃／

ソ（Ｚ〆Ｚ〃



１４森林保菌
松くい虫による被害は、県下全域にまんえんしているため、被害立木駆除及び薬剤防除の徹底を

図っている。

㎡ ha
,０００50 ,噸

47,2“46,659
-

2,572 被害材積

40,㈹０
2,385

､雪

30,㈹０
予防面積

‘釦０
､_li@Q
18,498

1,291
駆除材積20,mO

17廷651 13,mO
､1,266

8,246(1２

14,8縄 13,唖
10,NO

６

０
5５ 5６ 5８ 5群(見込）5７

ﾐ ｰ

(注）林業課業務資料
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1 ５ 鳥 獣 の 保 護

森林レクリエーションの一つである狩猟は、５８年度に７，９３９件の免状交休6,308f"登録証交付

を行なっており、鳥獣捕穫数は、鳥類で４５，３７５羽、獣類で11,8“頭となっている。一方、適正な

狩猟と鳥獣の保護管理を図るため、１１，６６３値の休猟区と6,530haの銃猟禁止区域を設定するとと

もに21,9"l画の鳥獣保護区を設けている。

免状交付件数 登録証交付件数

蕊も,愛ノ 稀4鮪

捕痩制限区域 目的別鳥獣保鐘区設定状況

頭面積埴１１

16.711ha
３７箇所

､ -

1万

千
千
千
千
千

５
４
３
２
１

２闘9瞳
1,810ha l l箇所

瀕遜溺錨
森
林
鳥
獣

集
団
渡
来

集
団
繁
殖

誘
致
地
区

愛
護
地
区

- 3 1 -



１６和歌山県林業の諸指標

‘琶専

…ノ

-３２-

区 分
土 地 面 祇

(5鐸1明ｌ印

森林面積

(5…末）

林 野 率

伍痙末）

人工林率

( 5 … 調

人工林面穣
（民有林）

⑮ … ）

和 歌 山 県 ③ ４
千ha
７２

千ha
３６３

％
７７

％
６０

¥ha
２０８

全 国 ⑧ ３７，７５３ 2５，２７９ ６８ ４３ 71４９９

対全国比 ×
③一⑧

く １００) 1.3 1.4 一 2.8

本 県 の 順 位 ３0 ２６ ８ ９ １４

区 分
人工林蓄積
(民有林）
(56年度末） ⑮6年度末）

林道密度
（民有林）
(5…末）

造林面積
(民有林）
(57年度）

素材生産量

(58年）

和 歌 山 県 ④
千㎡

3０．６６９
㎡ハ,ａ
1４７ (５９．４

m/ha
聯） 1，６４２

ha 千㎡
3８２

全 国 ⑧ ８８７，５４７ １１８ 3．６２ 1０２,２２２ ３１,９９０

対全国比 ④一⑧
く ×100） 3.5 ー ■■■ ■ 1.6 1２

本 県 の 眼 位 ６ １３ ３８ ２６ ２８

区 分
乾しいたけ
生 産 量
(５８年）

白 炭
生 産 、
(５笄）

くるちく
生 産 量
(５８年）

谷わさび
生 産 、
(銘年）

し ゅ ろ 皮
生 産 量
(銘年）

和 歌 山 県 ③ １２８．６
ｔ

2，３６６
ｔ 瀞 ｔ

6.0
ｔ

全 国 ③ １２,０２４．６ 6，３９４ ４２．７ 1,230.7 6.0

対全国比 ④一⑧
く x１O０) 1.1 3７．０ 1 ０.４ 10０

本 県 の 順 位 ２１ １ ２ １４ １



陣禅譲′

(注)11980年世界農林業センサス

２昭和56年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」

３１９８４林業統計要覧

４昭和5畔木材需給報告香

５昭和58年特用林産物需給表

６昭和記年生産林業所得統計報告書

一

-３３-

区 分
素材需要量
(58年）

外材輸入率
(58年）

林 家 数

(1知センサス）

林 業 専 業
労 働 者 数
(1知センサス）

生 産 林 業
所 得
(58年）

和 歌 山 県 ④
千㎡

1，５２７
％

７７．２
戸

２８,５５０
人

3，１４４
百万円

１２，３５１

全 国 ⑧ 6４．５５６ ６４．６ 2，５３１，３００ １１０，２５９ ６８３，５４５

対全国比 ×
④一⑧
く １００) ２４ ー 1.1 2.9 1.8

本 県 の 順 位 １２
高い
方からl１ ４０ l l ２１



１７森林資源並びに林産物生産等の見通し
’ 1 ｝ 和 歌 山 県
（ｱ）森林整備の目標（民有林）

鳥笹噌ｿ

(&)1現況は県業務資料による。

２昭和60年度までは国土利用計画和歌山県計画により、６１～70年度までは林過開設に

伴う森林面積の減少を見込んで算出したものである。
３数値は地域森林計画対象森林である。

(ｲ）造林及び伐採の見通し
単位:ha，千㎡

､ ー

-３４-

現況（㈹年度） 目標(70年度）

人 工 林
面 穣 ( h a )

材 積 ( 千 ㎡ ）

２０９,１２４

3４，８３０

２２８,１６２

4２,６０３

天 然 林
面 M(ha)

材 積 ( 千 ㎡ ）

1３０，２９３

1３，９４７

１０４，５９６

1２，３９７

そ の 他 面 制 ( h a ) ･4,１４８ 2，７８０

計
面 祇 ( h a )

材 ・ 槻 ( 千 ㎡）

３４３，５６５

4８，７７７

３３５，５３８

５５,０００

人 工 林 率 （ ％ ） ６１ ６８

55-60 61～6５ ６６～70 計

再 造 林 7,６００ １０,０００ １３，７００ ３１,３００

拡 大 造 林 8,４００ 7，９００ 6．９００ ２３，２００

天 然 更 新 9，９００ 9,０００ 1０,６００ ２９，５００

計 ２５，９００ ２６,９００ ３１,２００ ８４，０００

主 伐 3，５４９ 4．４０９ 5，３９３ 1３,３５１

間 伐 ７０７ ８２６ ７５３ 2，２８６

計 4，２５６ 5，２３５ 6，１４６ １５，６３７



(ウｌ林産物生産の見通し

､坪〆

(注）現況は県業務資料による。

(ｴ）林道、治山整備の目標

…

( a ) 1
．２

３

現況は県業務資料による。

治山砺業は単年計画（5奔度）

保安林整備面積の現況は釦年３月末

-３５-

現況（58年度） 65年度 70年度

素 材 ( 千 ㎡ ） ３８２ ６２６ ７８８

生 し い た け ( t ) ３８１ ５４７ ６３５

乾 し い た け ( t ) １２９ ２３０ ３００

白 炭 ( t ) 2，３６６ 2，３００ 2’３００

さ ん し よ ( t ) ３２ ８０ ８５

ひ
や

わ た け ( t ) ２２６ ２３0 ２５０

現況（5奔度） 65年度 70年度

林 道 延 長 ( m ) 1,１２５ 2，４４１ 3,３２１

林 道 密 度 ( m / h a ) ３‘２７● 7.１０ 9．６６

作 業 道 延 長 ( m ) ２４２ ２1５ ２５0

治 山 整 備
(ha)

(千円）

４６

2，９９７，２７０

３９０

3,８２２０００

４２０

4,４３０,０００

保 安 林 整 傭 ( h a ) １９０,０００ ８３，０００ 8５,０００



( 2 1 全 国
（ｱ）森林資源整備の目標

､雲

(注） (1)現況は、51年４月１日現在の状態を示す（年間伐採ｍは51年度）。

下段（）智は、５６年３月31日現在（年間伐採髄は56年度）。

(2)目標とする森林資源の状態は、各年度の４月１日の状態を示す。

(3)目標とする森林資源の状態の面積は、国土利用計画（全国計画）における昭和60

年の森林の目標面積を基邸とし、６１年度以降について林道開設計画による森林面柵
の減少を見込んで算定したものである。

(4)人工林棚の（）は内数で、現状は人工林であるが、自然的条件、社会的要講等

により特殊な施業を行うことにより針広混交林等一定の林型に誘導すべき森林であ

る。
(5)「森林資源に関する基本計画」並びに「亜要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」に加算（昭和55年５月）

… ノ

-３６-

区 分
指向する
森林資源
の 状 態

現 状
目 標 と す る 森 林 資 源 の 状 態

61年度 ７1 ８１ 9１ 10１

面
種
（
万
地
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

2,４７０

(４９）
1，２３９

１,１６１

７０

2，５２６
(２．５２８）

(４９）
９４４
(９９０）

1,５１０
(１,４００)

７２
(１３９）

2，４８２

(４９）
1，１１４

1，２９８

７０

2，４７７

(４９）
1,２１９

1，１８８

７０

2，４７４

(４９）
1,２３５

1,169

７０

2，４７２

(４９）
1,２３７

1，１６５

７０

2,４７０
(４９）

1，２３９

1,１６１

７0

蓄
禰
（
百
万
㎡
）

縫 数

人 工 林 ．

天 然 林

除 地

3，３０８

(８４）
1，９４３

1,３６４

1

21186
(２．４８４）

(４７）
７９８

(１,０５４)

1,３８７
(１.４２８)

１
(1)

2，５５８

(６５）
1，２３８

１,３１９

- l

2，９２７

(８５）
1，６５９

1，２６７

１

3，２０４

(１０３）
1,９１４

１０２８９

１

3,３０８

(１１４）
1，９８４

1,３２３

１

3，３０８
(１２２）
1，９６２

1，３４５

１

人 工 林 率 ( 彫 ） ５２ ３８
(39） ４６ ５１ ５１ ５1 ５２

ha当たり蓄種（㎡） １３８ ８９
(98） １０６ １２２ 1３３ １３８ １３８

年間伐採皿(百万㎡） １１３ ４５
(39） ５８ ７１ ８９ １０３ １１0



|イ）林産物需給の見通し

(単位：百万㎡）

､…ソ

(圧）（１）（）は工場残材で外数である。

（２）「森林資源に関する基本計画」並びに「函要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」（昭ｆＩ巧5年５月）

（３）実頚の下段（）内数値は、昭和58年実績である。（木材需給報告智）
h -

-３７-

区 分 昭和５
実

年
緬
１

６１年 ７１年 １０１年

需

要

製 材 用 材

パ ル プ 用 材

合板・繊維仮・削片板用材

しいたけ原木・薪炭用材

そ の 他 用 材

計

５７．４
(４２．５）
塊
γＨＩ／ ;Ｉ
I塊＄
2.9
（一）
1,7
(1.2)
Ｐ弓
Ｉリ

18:
6）
#）

６２．６

(7.0）
３６．１
(3.0）
１４．９

3.6

1.2

(１０.０)
１１８_４

６５４

(7.5）
４４．９
(3,3）
1７．６

4.1

1.2

(108)
１３３.２

供

給

国 内 供 給 量

輸 入 愚

計

（＃
６６
(３３
(７

創乱山一２の一旬４力

(10.0)
４６．２

７２．２

(１０.０)
１１８．４

(１０．８）
５７．７

７５５

(１０.８)
１３３.２

８７．９

輸 入 猛 の 比 率 . ( 影 ） ６３
(５１ ７

４

３
６１．０ ５６．７
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山村地域（振興山村）及び過疎地域図

卜 ．

廉〆｡

／・
一･L･戸、.／、 九亀挫

。

。

■

①

申

●

●

◆

各

●

●

編鯉和歌山市 貴志川
町 桃山

町

鋤蕊謹､…

函南市
五

下津町

遼軸
有田市

由良町

職日高町

蕊蕊御
坊
市 ｡ 白 ■ ● ｡ ●

過； 蕊
、

､ ● ■

--̅ﾐﾆﾝ
上寓田町 難

篝
蕊:;:峯竺:;:弱

…

雪凡 例

鷲けｆ号令ｃ
● ■ ・ ●
0 U ･ ･ 凸 も
『 ｡ ． ロ Ｃｓ：：;，Ｑも母.｡ 懲瀞 古座町

山村振興法該当区域
（29市町村） とワ

過疎地域町村（16町村）

-３９-

’



１山村・過疎地域
（１）山村・過疎地域･…････県土の65％を占める山村‘過疎地域

山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

、当讐』

(庄）５５年国調、1980年農林業センサス、1975年山村カード

耕地面積は経営耕地面積

I21人口動態………人口減少が著しい山村及び過疎地域
山村地域及び過疎地域と全県の人口

》》》

(注）１国勢調査による。Ａは減少を示す。

２５５年度過疎地域人口には新過疎町の古座町を含む。

-４０-

種 別 全 県 ( A j 山村地域IB) (BMA)% 過疎地域(C) (C"IA)%

人 口 （ 人 ） １,０８７,０１２ ８３，２２９ 7.7 ７４．２４０ 6.8

面
積

(ha)

総 土 地 面 積

林 野 面 積

耕 地 面 樋

４７２,３１８

３６２‘９６８

３５．２５９

２９６，５７８

2７２，６９３

5．３１３

６２．８

７５．１

１５．１

２４８，９９７

２３０．３４９

3，４７８

５２．７

６３．５

9.9

地 域 別
実 数 （ 人 ）

昭和35年 4０ 4５ 5０ 5５

増 減 率 （ ％ ）

35～4０ 40～4５ 45～5０ 50～5５ 35～5５

全 県 l,"2,191 1,m975 1,"2,736 1,W2,118 1,m7,012 1.5 1.4 8.5

山村地域 132401 113,136 ”,019 的 . 唖 認 , 麺 A14２ A14.2 ム ム AW.1

過疎地域 1釦‘128 1鯛224 86,78】 鋤 . 嘘 測塑０ A１4.1 ム１５．９ ム７．７ ム A錫.２



〃

人口の増減（３５年＝１００、全県と過疎地域）

（狸抄.一.-.一一・一・一一・-.--･デー・一．而酎予人）
全県

(120毛人)､、

(指劉

１㈹

90
●

8０

‘ 過 疎●･-．↓
○

も ■
｡ ■ ｡ ●●句

7０

（73千人ｊ吟･●一・・一今一‘．Ｃ◆●…〃

弱(年函３ ５ ⑱ ４ ５ 釦 ５ ５

弱年～59年間の人口減少率（住民狂本台唆による）６．６％

(3)山村の年齢階層別人口の動き（振興山村）・……･老齢化する山村の年齢構成

（完、人）

､ -

- ４１ -

昭和40年 4５ 5０ 5５
40年を１００とした推移

40 4５ 5０ 5５

０
～

14才

実 数

棚成比

３３，２６３

２９

２４，２８２

、２５

1８,８４１

２１

１４，９６２

１８
１００ ７３ ５７ 4５

1５
～

29才

実 数

柵成比

1９,２４７

1７

１５，１９４

１６

１４,７２０

1７

１３，６７８

１７
１００ ７９ ７６ ７１

3０
～

44才

実 数

柵成比

２３,４２０

２１

1９,７６６

２０

１６,１８７

1８

１３，４５０

１６
１00 ８４ ６９ ５７

4５
～

64才

実 数

櫛成比

２４，９４８

２２

２４‘１３７

２５

２５，２４７

２８

２５，９５３

３1
10０ ９７ 10１ １0４

65才

以上

実 数

柵成比

１２，２５８

１l

1３,０３５

１４

1４，０７３

1６

1５，１８６

1８
１００ １０６ １１５ 1２４

計
実 数

柵成比

１１３,１３６

１0０

９６，４】４

１００

８９，０６８

10０

８３，２２９

1００
１００ ８５ ７９ ７４



(4)産業別就業人口………第１次産業が最も多い山村の就業構造

鯵
■ - 一 色 由 4 ■ - q ■ - - ● ■ ● 争 ● ● ● ｡ ●
● む つ １ ■ ＝ - ー q ■ 1 ■ I ■ 』 ■ Ⅱ ■ Ⅱ ■ 一 口 一 - ■ ４

重蓋誓27.1%麓ざま
p ■ ＝ - ｰ 1 ■ - ■ ｐ ｐ ４ ■ - ｃ ｃ の 守 一 ● Ｈ ■

謬 16.3％

(第１次産業） (第２次産業）（第３次産業）
-

" 蕊蝋簔蕊釦.6％
銘山 ４５年

(⑲,254人） 〃47･1％

５０年
(41,442人）村

、箪寧
弱年

(40,6釣人）

室垂室室澤鐘0％_蕊差室与室垂
銘４０年

(481,181人） 30.0%

(第１次産業）（第２次産業） (第３次産業）

４奔
(511,565人）

全 2 2 2 ％ " 3 1 . 2 ％
’一燕『

釦年
(487,213人）県

鰯５夢Ｆ
<498,7的人）

〉歩(注）５５年全県の就業人口は職種不明分を含ま炎

年令賎届別人口の比率
”鋤
（０１Ｍ才）

童県

全碍

過圏

（砺才以上）

Ｉ

Ｉ

2０

3５ 5 5 6 0
見込

4５ ６５
見込

-４２-

- - - や ● 口 一 一 一 寺 つ む ロ ﾛ ■ - ■ ■ ＝ - 1 ■ 4 ■ 4 ■ 4 ■ ｡ ■ B ー ＝ ● ● 凸 ■ 今 ● ◆
わ き - ■ ● - ー - ４ ■ q ■ ｡ 一 一 ■ ● - q ■ 1 ■ - ● ● 一 口 ｡ ● ◆ ● ● ● 由 ｡ ● - ●

■ 守 守 ● ● - ＝ 一 ■ や ら 一 つ - の ■ ■ ■ 口 ４ ■ - 一 ■ ● ● 今 ＝ ● ロ ● ● 守 一 ●巽華琴華ｸｰ51.2%.̅ 葦塞謹舅寒
一 一 ． ■ - ● 一 一 一 ｡ ｡ 一 一 今 一 一 ﾛ ■ P 一 一 ● 。 ■ q ■ ■ ､ ■ ■ I ■ I ■ 』 ■ ＝ - - ｡ ■ ー 一 -

q ■ 一 - - ｡ 一 一 一 一 ｑ ■ ー ー ー ■ - ー ● ● ｡ ● q ■ ､ 一 一 ＝ - - - ＝ ■ ■ ■ ■ 一 一 ＝ -
● 一 ｡ ● 今 一 一 一 ● ● ● 一 一 今 争 今 一 ・ ● ■ q ■ ｡ ■ q ■ 1 ■ 1 ■ q ■ - １ ■ ロ 争 ｡ ■ 一 一

297％
ー ● ■ 一 一 ● ① 一 一 一 口 ｡ - ＝ ＝ 一 口 ｑ ■ 一 一 ｑ ■ ■ ■ ＝ ＝ ■ ■ ＝ - - ＝ ＝ ■ ○ 一 一 一 ●

● ● ｰ 一 一 や ｑ ■ ● 一 - ｑ ■ 一 一 一 口 ロ ロ ー ー ー ｡ ■ ＝ - - ＝ つ 一 ＝ 一 一 一 ● 一 一 今 一

室菫睾睾睾睾冒別.2％二要塞王壼冒壬差
■ 色 ■ 1 ■ q ■ ロ ロ ■ 1 ■ ■ 1 ■ ｡ - ＝ - ー ■ - ー - ■ - 幸 一 ｡ ■ 1 ■ ● - ｡ - ● ● ■ , - - ■ P



２山村地域の産業
（１）山村林業の地位

(注)1980年林家カード、55年掴勢調査、１兜0年農林業センサスによる。､昌妙ノ

(2)保有山林規模別林家数

…

(注)1%0年股林業センサス、1980年山村カードによる。

-４３-

山村地区Ａ 全 県 Ｂ A / B %

林 野 面 穣 ( h a ) ２７２，８２３ ３６２，９６８ ７５．２

森 林 蓄 祇 （ 千 ㎡ ） ３４．１８１ ４１，３９６ ８２６

林業就業人口（人） 3，２３６ 4．０７７ ７９．４

林 家 戸 数（戸） 9，７４８ ２８．５５０ ３４.１

林 家 数

111村地域 描成比 全 県 柵成比

0,1～lha未満 3，２６４戸 ３３．５％ １３，１２１ 戸 ４６.０％ 2４．９ ％

1～５未満 3，９５１ ４０．５ 1０，４５４ ３６．６ ３７，８

５～10未満 1,１７９ 12.1 2，４０９ 8.4 ４８．９

１０～２０未満 ７５３ 7.7 1，４１１ ４９ ５３．４

2 0～釦未満 ２５５ 2.6 ４５７ l.6 5５．８

30～５０未満 1８０ 1.8 ３３９ 1.2 ５３．１

50～100未満 105 1.1 １９７ Q７ ５３．３

１００以上 ６１ 0.6 １６２ 0.6 ３７．７

計 9，７４８ 1００ 2８，５５０ 1０0



13)人工林面積の推移 (上段：４膵、下段：５５年）

､掌ジ

(注)1980年農林業七．ンサスによる。

(４１山村農業の生産性

）｛

(ir)1．生産農薬所i鼎統計、農林業センサス【二よる。

、土地生産朧-誇濡認
労働生潅性一意謡蕊讐
（過疎町村の労働生産性は16町村の単純平均）

-４４-

区 分 株 林 面 紙 人 工 林 而 欄 人 工 林 隼

山

村

地

域

全 部 山 村 の 町 村

一部山村を含む市町村

小 計

１５４,717
154,626

161,926
159.885

316,643
314,511

86.645
104.620

77,358
94,948

164.003
199.568

5６
６８

4８
５９

5２
６３

そ の 他 の 地 域 50.554
48.480

１９．９１３
１９．０２１

3９
３９

県 計 367,197
362,991

183.916
218,589

5０
６０

区 分
過 疎 町 村

4５ 5４

全 県

4５ 5４

農業粗生産額（百万円） ４，６２７ ９，３６３ 57.761 9６,７８０

土 地 生 産 性 （ 千 円 ） 7５ 192 1１９ 219

労 働 生 産 性 （ 千 円 ） 300 439 417 827

助力耕うん機
農用トラクター所有（台） ５,２５１ (55）

6.304 36.272 (55）
3８，１７９



(5)製造品目別工場数

､ …

161山村観光客の推移
(千人）

､ -

(注）県観光課調べ

一４５-

工 場 数

５1年 52年 5 ３ 年 54年 55年 ５７年

衣 類 品 等

木 製 品

電 気 間 係

化学製品･加工品

そ の 他

４

９

４

４

０

６

２

１

5９

２６

９

８

９

４

０

６

０

９

６

１

１

１

6６

８

５

１１

２７

6７

１１

６

６

3４

２

０

５

１

５

６

１

３

１

計 111 1１１ 109 117 124 123

40 4５ 5０ 5５ 銘

高 野 山

龍 神 温 泉

本 宮 温 泉 郷

加

配

鱒

１１
９ 1,055

4０

148

鮪

妬

鯛

１

１

１ 1,241

噸
郷

1,213

６

５

訂

鱒

全 県 10,835 17,359 20,2漣 23,679 23,6釣



( 7 )市町村別ふるさと産品名一覧
昭和57年地域指定

、欝寧

）一

-４６-

県
班
務
所

市町村名 ふ る さ と 産 品 名 一 覧 表 ●
●
■
●

段
段
上
下

既 存 産 品
掘り起し産品 ）

海

草

§国愈亀箇
野 上 町
( 志 賀 野 ）

柿
山 菜

柿
征 ゆ り

八 朔

梅

山 椒

伊

都

高 野 町
( 全 町 ）
花 園 村
( 全 村 ）

み よ う が
木 工 品
こ ん に ゃ く
田 舎 み そ

花刺鯉r葬措ｼｷﾘ
薬 草
ワ サ ピ
木工・民芸品

花 き （ 菊 ）
昆 虫

椎 茸

有

田

金 屋 町
（石垣・岩倉）

浦 水 町
（八幡・安諦・五岩倉 ）

高 冷 地 野 菜
（ししとうがらし、トマト）
グ リ ー ン ア ス パ ラ
高冷地野菜（
がらし、トマト

ししとう
、キュウリ）

花き（カーネーシ画ン）

椎 茸

花木（しきみ）
山 椒
間伐材加工品

花き鏡ｽﾀｰﾁｽ）

陶 器

日

高

中 津 村
( 全 村 ）
美 山 村
( 全 村 ）
印 南 町
( 真 妻 ）

南 部 川 村
(高城・浦川）
竜 神 村
( 全 村 ）

ホ ロ ホ ロ 鳥

椎 茸
商冷地野菊ししとうがらし）
千 両
花き（シャクヤク）

梅
千 両
椎 茸
自 然 悪

紅 八 朔

梅
高 野 マ キ

梅
山菜・加工品
術 長 炭

花木（さかき）

椎 茸

上 フ タ ケ
ア メ ノ ウ オ

上
一

フ タ ケ

柚 子

花木（しきみ）

木 工 品

西

牟

典

田 辺 市
(秋潮ll・長野）

中 辺 路 町
( 全 町 ）

日 腫 川 町
(三舞・川添）

大 塔 村
( 全 村 ）

梅
柿

花 き （ - ）
山 椒

朧Ｉ率タをﾐ,『）
山 菜 加 工 品
高
が 雛母畿鰐諦
上

一

フ タ ケ

ス モ モ

椎 茸
ブ ロ イ ラ ー

緑 茶

水産・加工‘品
椎 茸
山 椒

み か ん

花樗さしきみ） 梅

東

牟

典

新 宮 市
( 高 田 ）
那 智 勝 浦 町
(太田・色川）
古 座 川 町
( 全 町 ）

椎 茸
山 菜 加 工 品
緑 茶

花 き （ 一 ）
ワ サ ビ

薬 草 ・ 薬 木
イ チ ゴ

柚 子

花木（しきみ）

花木（しきみ）



昭和58年地域指定

､-ノ

ｰ

一４７-

県
班
務
所

市町村名 ふ る さ と 産 品 名 一 覧 表 （ 上段：既存産品
下段：掘り起し産品 ）

那

賀

桃 山 町
( 細 野 ）

粉 河 町
( 靹 渕 ）

花 木 （ 切 物 ）
グ リ ー ン ア ス パ ラ

柿

高織峻f菜（ﾄﾏﾄ､易”ﾚﾝｿｳ

シシトウガラシ

燃 臓 §
コ ン ニ ャ ク

伊

都

か つ ら ぎ 町
(四郷・天野）

橘 本 市
( 恋 野 ）

九 度 山 町
( 河 根 ）

乾 し 柿

柿

花木（こうやまき、しきみ）

薬 草

ホ ロ ホ ロ 鳥

シ ャ ク ヤ ク

椎 茸

菊

有
田

広 川 町
( 津 木 ）

シ キ ミ 千 両 た け の こ 椎 茸

日
高

川 辺 町
（ 蘇

生
早
丹 ）

上
一

フ タ ケ

グ リ ー ン ア ス パ ラ

千 両

梅

花き（菊他）

農 産 加 工 品

西
牟
典

白 浜 町
（北 嵩 田
東 海 田 ）

す さ み 町

鱸鳥:蕊

花 き （ - ）

民 芸 品

花き（菊・ストック他）

グ リ ー ン ア ス パ ラ

レ タ ス

山菜・加工品

高 腿 キ ジ

早生温州みかん

梅

東

牟

典

古 座 町
（ 田 原 ）

脂 野 川 町
( 全 町 ）

本 宮 町
（ 川

里一一一
諦
四 ）

北 山 村
( 全 村 〉

ボ ン カ ン

乾 燥 ヒ ジ キ
コ ン ニ ヤ ク

シ キ ミ

緑 茶

花木（黒芽ヤナギ他）

シ キ ミ

民 芸 品

花 き （ - ）

み そ

茶

柚 子

椎 茸

ジ ャ バ ラ

花和ｼｷﾐ･ｻｶｷ）

柚 子

み そ

イ チ ゴ

苗桐ｽ拳ヒノキ）

木 工 品

花 き



３生活還境．．……･整備が急がれる生活環境

11)過疎町村の施設整備状況

１劃ぞノ

(注）県山村対策課調べ

…

-４８-

区 分 ４５年 59年

道

路

道路（国・県・町村・農林道）

道 路 密 度

鋤 装

4,636km

'9.39/hq
5,544km

22.3n1/hq

45 . 3％
(63.8％全県）

山 村 開 発 セ ン タ ー
コミュニティセンター｝等の整備 ２ 箇所 1６ 箇所

蕪 医 地 区 数 (46年）
４１地区

(56年）
４３地区

学
校
統
合

小 学 校 （ 分 校 も 含 む ）

中学.校

1 4 0 校

6 ０ 校

105校

4 ３ 校

山村集落
550集落
に対して

テレビ共聴施設整備集落

へき地典会所のある典落

飲料水施設のある菓落

(55年）
８４％

(55年）
7７％

(55年）４５％



(2)農業集落における生活韻境の状況

… ’

(iZ)(1)1980年農林業センサスによる。
(2)農業蝿藩数は、利秋山市、海南市の市価化区峻内典落を除く数字で、以下の数字
もそれに対応する数字である。
（）農業典落救は、全蝿滞数字。

-

-４９-

農

業

集

落

数

農

家

戸

数

市 町 村 道

通
っ
て
い
な
い
蛎
落
数

延
長
割
合
５
別
以
下
集
落
数

幡
凶
踊
、
以
ｔ
の
道
路

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

一般生活道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

延
及
訓
合
５
別
以
下
典
落
数

幅
貝
叩
、
以
上
の
道
路

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

医
旅
施
投
ま
で
、
畑
以
上
の
典
落
数

水 道

水
道
が
な
い

集
落
数

の

典

落

数

沸
及
訓
合
５
剛
以
下

し
尿
を
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

し

て

い

る

集

落

数

ご
み
（
可
燃
物
）
を
脚
家
処
魍

排
水
路
に
処
理
し
て
い
る
築
落
数

家
庭
雑
排
水
を
河
川
・
農
業
用

集
会
施
設
の
あ
る
集
落
数

渠
落
・
市
町
村
管
理
の

実

数

全 県

山村地域

(1.帥O)
1,534

492

57,769

11.982

別

4２

1,158

3帥

267

171

130

4７

1,166

云卜且■８
，／》

４０屯ロ

721

361

207

136

490

310

598

:M0

467

認１

353

郷６

l,M４

324

11215

銘1

比
率
％

全 県

山村地域 一

3.3

8.5

̅ Ｐ ←

/D､｡

79.3

17.4

34.8

8.5

9.6

76.0

86.8

47.0

73.4

13.5

27.6

31.9

63.0

39.0

69.1

30.4

67.3

23.0

48.0

69.4

65.9

79.2

77.4



或Ｕターン者数（昭和５０～５７年度８箇年）

､欝寧

山村対策謀調べ

》〆

-５０-

５0 ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ■』８日
、-画

美 里 町 ２５ ３０ ２３ ３0 ３０ 1９ ２９ ３５ ２２1

間 野 町 ３0 ２1 ４３ ３３ ３２ l１ １４ ２３ ２０７

花 間 村 , １ ３ ９ １５ １１ ６ ３ ４ １ ６２

澗 水 町 ３５ ２０ ２９ ２６ 1２ ２５ ４６ ２８ ２２1

中 趣 村 ３６ ４１ ３７ ２２ ３1 １９ ２４ 1７ ２２７

夷 山 村 ５ ５ ９ 1７ 1４ １６ １５ ２0 １０1

閲 神 村 ２８ ３0 ２７ ４２ ２９ ・４９ ６２ ６２ ３２９

中 辺 路 町 ９ 1８ １８ ２７ ３３ ２４ １９ ２５ １７３

大 塔 村 ３６ ２３ １７ ２７ ４６ ２９ １９ ３３ ２３０

日 画 川 町 1８ ２４ ３1 ２２ ４0 ３８ ２８ ４７ ２４８

す さ み 町 ３２ ３０ ２７ ４0 ３１ ３３ ２７ ３７ ２５７

古 座 町 ４0 ５４ ３９ ６５ ５１ ４９ ３0 ４０ ３６８

古 座 川 町 ２０ ２６ ２４ ３０ ３８ ５３ ５６ ８３ ３３０

熊 野 川 町 １３ １６ １５ １２ １９ ３0 1９ １２ １３６

本 宮 町 ６６ ５４ ４５ ６0 ７３ ２７ ３７ ２９ ３９１

北 山 町 1 １ ４ ２ ２ ４ ３ ４ ２1
印十
口０ ４０７ ４０２ ４０３ ４６６ ４８７ ４２９ ４３２ ４９６ 3，５２２
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對管ッ

ノ

ー

〆

区
域
面
澗

林
野
率

林 野

面 積 材 積

国 有 林

面 積 材 積

県 計

5６
5７
5８
5９
帥

472,241
472.318
472,318
472,322
472,346

7７
7７
7７
7７
7７

364,176
3鉛,092
記3,451
363,442
弱3,5銘

42,655,776
43,873,021
45,7略,卸
48,677,446
50,952,403

19,370
18"６
19咽
19,287
19β5４

1,弱5,2酌
1,873,318
2,010,410
2,114,870
2,144,978

344,8“
344,466
344,371
344,1弱
344,204

40,8側,487
41,999 703
43,695 270
46,3釦 576
48,帥７ 425

海

草

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

計

20,5"
6,176
3,894
8７

3,弱３
43,錦８

3３
4６
6２
帥
20
4６

6,717
2,837
2,408
7,釦６
798

20,066

7田,田０
312 667
2Z 813
774 ０３４
別 340

2,1儲 銘４

468
ｄ■■■

ｑ■■■

ー

468

釦,761
一

一

ー

-

別,761

6,249
2,837
2,408
7,釦６
798

19,598

7偲p的
312,667
2理,813
774,034
84,340

2,142,923

那

斑

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町 一

計

4,詔１

4,5釦

7,785
2,銘３
錫

4,870
",707

3６
5２
弱

3８
20
弱

4６

1,529
２３”
4,305
1,124
452
醜

12,362

125,9吃
227,472
478,932
106,1$
54,212
顕 7鱈
1,261 429

296
217

一

ｑ■■■

ｑ■■■

ー

513

9,311
9 , 函

ー

一

■■■■

一

18,田３

1,2認
2,173
4,305
1,124
4記

2562
11,849

116,591
217,卸
4泊,932
106,1錫
図,212
268,723
1,242,5妬

伊

都

橋 本 市
商 野 ロ 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

計
紀 の 川 計 ）

10,786
2,㈹８

10,414
4,閃０
13,601
2４

46,弱３
116,658

閃

4８
5２
6８
9５
蛇
7３
5７

6,9測

969
5,427
3,1釣

12,9訂
3６

33,鉛２
66,3帥

8缶 1別

122 801
611 338
3別 656
1β1２ 206
531,523
4,詑7,708
7;752 821

一
一

一

一

2,193
一

2,193
3,174

-

一

371,昭１
-

371,081
410,735

6,974
９鱒

5,427
3,169
10,764
4,436
31,739
侭,186

8笛,184
122,"l
611,3銘
384,656
1,441,125
531,523
3,956,627
7,342,086

有

川

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町

吉 鮒 町
金 殖 町
1Ｍ 水 町

計

3,6認
的

6,544
3,643
11,"７
19,5W
47,359

1８
3９
7４
羽
6８
的

7０

6 “
810
4,827
1,似６
8,141
17,619
33,107

7９ 608
9２ 774
507 122
117 573
9筋 8記

3,171 0帥

4933,941

ー

一

一

一

一

1,576
1,576

ｑ■■■

一

q■■■

一

-

別0,鋤６

240,346

6別
810
4,艶７
1,“６
8,141
16,043
31,弱１

79,608
92,774
507,122
117,573
965,翅
2,9釦,690
4,693,595



当…ノ

…

-５３-

人 口
鞆亀llJJ１h

現 在

640
679
639
錦９
侭９

釦,486
32,583
30‘０７９
30,128
釦,128

344,166
猟3.787
343,7鑓
343,516
343,弱５

40,770,001
41,967,1釦
43,665,191
46,359,448
4a777,297

釦6.624
207,760
208,485

"̅ 釦8,876
209,124

27,"6,900
28,785 釦０
30,252 639
32,5配 348
",830 616

132,365
131,396
130,556
130,245
130,293

12,903,101
13,181,腿０
13,412,552
13,837,100
13,946,681

5,177
４631
４691

ヨ3妬
４148

60.0
60.4
60.7
60.8
60.9

1089,"２

1０ 9釦 6,239 748,109 釦６ 例 008 5,322 6輿,101 111 1３ 402,664
５ 5釦 2,弱２ 312,137 710 艶,831 2,0印 229,鉛６ 7２ 2５ 51,275
１ 4２ 2,㈹７ 222,771 973 93,299 1,249 l" ,472 1閲 4０ 9,9羽

7,釦６ 774,034 5,445 627,釣７ 1,443 146,637 418 7５ 5,3銘

2９ 1,355 7釣 82 ,錨 7０ 10,卸 650 72,105 4９ ９ 16,9艶
4５ 2,錦７ 19,553 2,1"0３６ 8,㈹４ 908.415 10,714 1,鱈1,621 835 4１ 486169

1,鱈３ 116,591 1釦 18,296 1,062 9a295 1１ 1３ 26.布７
１ ，３７ 2,172 217 8母 914 10E 773 1,247 109,080 1１ 4２ 13,373
2１ 1,596 4,284 477 336 2,798 318 4魂 1,3弱 158.904 9１ 6５ 16,776
1３ 1,110 1,111 105 078 錦５ 刷 5釦 408 如,4蛤 1８ 6２ 9,846
１ 2９ 451 別 183 4６ ６867 3錦 4７ 316 ７ 1０ 1４ 554
７ 346 2,555 2髄 訂７ 1 , 4 " 165 159 1,011 103 218 5１ 5８ ９1弱
4３ 3,118 11,帥６ 1,2釣 418 、6,096 鰹 107 5,521 557 311 1胡 艶 9０ 491
179 2,528 鰐 ” , 6 5 6 4,359 558 4艶 2,3駒 3例 174 8６ 6４ 3９ 4胡
３ 216 966 122,$５ 5蛇 7２ 813 ４１１ 49 772 3３ 5４ 1６ 512
2７ 760 肋 610,578 3,730 442 517 1,524 168.061 146 6９ 23,5記
７ 240 3,162 3別,416 2,078 2田 814 1,043 1 釦 , ” 4１ 6６ 7,487
一 Ⅱ■■■ 10,764 1,441,125 8,523 1,139 理 2,1拠 釦1,541 4７ 7９ 7,００８
一 一 4,436 531,523 3,737 458 105 584 73,418 115 8４ 734

劃６ 4４ 31,523 3,952,883 22,9組 2,9弱 315 8,106 j,Q1Z568 468 7３ 94,708
釦４ 9,749 館,882 7,3鉈,337 37,049 齢７ 24,341 (-２'M6,"O ｣1,492 5９ 671,3銘
６ 7㈹ 6銘 78,848 ３ ９１０ 648

一

775938 ７ ０ 35,709
２ 218 808 蛇,556 164 25,199 640 67,357 ４ 釦 17,021
ー q■■■ 4,艶７ 507,122 2,記７ 257 9妬 2,464 249,126 7６ 4７ 9,1印
１ 5４ 1,045 117 519 221 3３ 985 814 閏,5勢 1０ 2１ 13,259

8,141 9筋 8銘 4,109 5麗 671 3,937 443,157 9５ 5０ 10,935
16,043 2,9釦 690 13,487 2,691 5側 2,035 239,1” 521 8４ 6,321

９ 1,032 31,5理 4,6舵,563 20,271 3,532,%l 10,5$ 1,1m,302 713 6４ 蛇,3蝿



《雲
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一

区
域
面
積

林
野
率

林 野

面 積 材 積

例 有 林

面 澗 材 積

日

高

御 坊 市
由 良 町
日 高 町
美 浜 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
仙 神 村

計

4,訂７

3,065
4,642
1,記１
7,612
8,706
16,855
11,337
2,錦４
9,492
25,458
95,459

3８
5６
髄

4７
7０
91
例

7２
4８
7４
9５
田

1,666
1,731
3 , " O

的５
錦

7,879
15,906
8,161
1,266
7,044

24,102
76,778

116,862
1閏 師５

2閾 441
6６ 679
491 8釦
8認,766
1,674,482
8伽 318
105 6肥
669 271

3,396 剖１
8,575 563

9６
ー

■■■■

1９
1,233
477

ー

7０
1,480
3.375

一

2,銘５

ー

1,142
135,025
75,755

-

3,劃０

183,876
401,423

1,666
1,731
2,984
釣５
5,3銘
７8釦
1４ 673
７鶴４

１266
6,974
22,舵２
万,403

116,862
1㈹,975
" 4 , 0 "

66,679
491,8釦
砲2,腿４
1,539,457
724,563
105,釦８
6筋,031
3,212,465
8,174,140

西

牟

糞

田 辺 市
白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
( 窟 田 川 計 ）
大 塔 村
日 置 川 町
す さ み 町
串 本 町
旧 磁 川 計 ）

計

13,728
6,553
5,艶８

21,316
47,1密
21,鶴７
13,612
17,"３
9,140
61,952
109,077

5７
碗
7０
蛇

7６
9７
8８
9４
釦
9１

闘

7,創４

4,372
3,鯛３
19,877
35,976
21,078
1２ 028
1６ 279
７訂２
5６ 657
92,633

813 3釦
4釣 1串

446 5弱
2,437 401
4,1弱 434
4,627 828
2,732,5艶
3,釦3,100
1,133 141
11,"６ 621
15,8蝿 055

6４
5７

1,599
1,720
1,334
５

1,179

2,518
4,鰯８

一

1,1胡
4,随６

168β3４
174.0田
87,釦１
⑩０

121,3釦
ー

209,031
W,100

7,別４
4,308
3,826
18b278
34,錫６
19,744
12,023
15,1㈹
7,272
",139
田,395

813,鉈０
497,989
442,4駒
2,2銘,567
4,022,365
４540,527
２732,152
３ "1,770
１1認,141
1１ 487‘卸
1５ 509,955

東

牟

典

新 宮 市
熊 野 川 町
本 宮 町
北 山 村
( 順 野 川 計 ）
那 智 勝 浦 町
太 地 町
古 座 町
古 座 川 町
( 古 座 川 計 ）

計

8,００２
17,655
20,439
4,7鯛
50,825
18,4"
581
4,587
29,376
52,968
103.7鱒

配
9４
9２
9７
蛇
8６
帥

唾
9５
91
91

6,559

16,621
18,"７
4,弱２
46,669
15,髄７
351
認

28,040
48,011
別,6帥

1,031 347
2,031 410
2,4錫,652
622,蛇１
6,134 330
2,418 633
4９ 497
4記 448
4,761 １１５
7,6艶 693
13,797 0認

函
979
3,520
411

5,帥９
別８

一

934
1,182
6 , " l

125,640
",０３３
弱4β8４
23,912
弱3,669
40,450

ー

105,255
145.7幅
709,374

帥
15,642
15,377
4,181
40,8"
15,619
351
3,753
27,106
46,829
87,6的

卯5,707
1,981,377
2,0別,568
599,伽９
5,570,661
2,378,1鱒
49,岨７
433,448
4,655,髄０
7,516,銘８
13,087,649



民 有 林

‘沙淳'

ｰ

〆
〆一

-５５-

人 口
鵠年10
月１日
現 在

10 676 1,6% 116,1髄 5８ 9,179 1 , “ 107,007 1５ ４ 30,285
1８ 746 1,713 163,229 別0 28,540 1,444 134,689 2９ 1４ 9 , 魂

一 8４ 264,056 4句 51,弱５ 2,記４ 212.701 133 1６ 6,認９
- 605 6６ 679 8７ 1６ ” 510 49,815 ８ 1４ 8,釦０

８ 3記 5,330 491 4銘 1,8齢 証 雷５ 3,銘７ 2齢,2認 5７ 3５ 6,638
５ 207 7,闘５ 艶２ 417 5,335 “６ 371 ２4別 177046 弱 縄 2 ,姉
- ー 14,673 1,539 457 8,284 961 別２ ６2帥 577,515 9９ 弱 2,弱４
５ 203 7,679 724 360 3,122 341 770 ４5釣 382.590 1８ ４１ 10,723
４ 1髄 1,記２ 1妬 442 203 2１ 配２ 1041 ",620 1８ 1６ 8,7“
２ 8３ 6,W7２ 665 948 3 . 知 409 胡５ ３” 濁60認 刀 5２ 6,側８

ー 一 22,6理 3,212 465 15,641 2,519 630 6,531 6蛇,835 450 的 5,157
5２ 2,413 73,351 8,171 727 錫,923 5,211 603 33,4節 2,960,124 鉛３ 5３ 蛇,652
117 7,137 訂 "6,183 2,705 2別 718 4,841 511,465 181 3５ 70,323
133 8,166 4,175 4釣,8鱈 1,747 222 7訂 2,376 267086 5２ 4２ 19,446
４ 291 3,8配 442,1銘 ２779 332 178 1,004 110020 3９ 7３ 12,381
2０ 1,340 18,258 2,267,227 1４ 173 1,関１ 沼４ 3,993 435,443 塊 7８ 4,378
274 16,9剥 33,982 4,００５ 431 ２1 404 2,681 417 12,214 1,"4,014 3 “ 閃 106,艶８

ー ー 19,744 4.別Ｃ 527 1４ 3銅 3,799 270 認 741,257 錫 7３ 3,270
一 ー 12,舵３ 2,732 152 8,105 2,2帥 配３ 9９ 451,929 1９ 6８ 腿
一 15,1側 3,081 770 ・10,429 2,5弱,692 4,619 485.078 5２ 6９ 7“５
一 ー ７272 1,133,141 ３715 777.6胡 ３ 532 355,452 2５ 5１ 18,5卵

別 1釣 11,487,590 3６ 582 g,453,8Zj 1７ 373 2,0",716 1別 錦 34,913
2脚 16,9M 閉 121 15,493,021 5７ 兇６ 12,135,291j 羽 587 3‘357 730 別８ 6６ 141,441

一 ５6釦 905,707 ４607 沼7,732 10００ 117 975 田 8１ 39,278
一 1５ 642 1,981 377 ９4鶴 1,425,518 ６０３７ 55ピ 859 117 6１ 2,341

一
ロ■■■ 1５ 377 2,0別 568 IC 7Ｍ 1,566,598 ４別８ 517 970 125 7０ 4,725

ー 。■■■ ４181 ５ ００９ 2,914 454,錦６ １178 144,3認 鶴 7０ 704
一 一 4〔 知 5,570 661 27,713 4,羽4,534 1２ 7田 1,336,127 錫４ 6８ 47,048

一 1５ 619 2,378,1記 7３ 1,680,285 〔706 697,898 4０ 5７ 2２ 泥３
一 。■■■ 弱１ 49,497 132 2９ 372 214 20,125 ５ 記 ４432
ー ｑ■■■ 5３ 433.448 1,434 230 477 2,316 202,971 ３ 3８ ７1記

１■■■ 27,106 4,655,8帥 16,743 3,2乳 956 10,3" 1,4","４ 30 6２ ４唖
46,艶９ 7,516,9館 27,1" 5,191 0帥 19,569 2,3雷麺､、 7８ 5８ 38,948
87,6開 13,087,649 54,駒５ 9,425 624 32,3記 3,662,025

、、

日
１
１
ａ
Ｊ

462 田 85,釣６



酒
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区
分

人 工 林

ス ギ ヒノキ マ ツ 広葉樹 計

天 然 林

マ ツ その他
針葉樹

その他
広葉樹 計

針
葉
樹
計

広
葉
樹
計

県 計 91,373 109.444 7,307 1,000 ” , 124 11,227 1,233 117,833 1釦,2鰐 認4,記０ 118,齢３

海

草

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 抑 町
計

訂
248
4 “
3,355
2８

4,182

4７
記８
鱒１

2,036
2７

2,969

翅
2７
l１
4２
1４
銘３

認
6７
７
1２
１

170

釦６
710
973
5,445
70

8,004

2,248
415
141
銘

２
2,鵠４

一

q■■■

-

3,074
1,田５

1,108
1,$５
“８
7,850

5,322
印

1,249
1,443
650

10,714

2,師１
1,058
1,107
5,491
7１

10,的８

3,157
1,702
1,115
1,397
649
8,020

那

賀

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
世志川町
桃 山 町

計

的

3組

1,127
319
３

644
2511

釦

弱７

1,436
･３４0

４
743
2,蝿０

鑓

１９６
1妬

別
鋤

7７
弱９

９
1２
3９
２
５
2９
9６

l 的

914
2,7兜
函
4６

1,4兜
6,的６

348
401
6鮪

115
306
449

2225

ー

ー

一

一

７1４
餌６

789
獺
蛇

562
3,鱒６

１0"
1,247
1,"５

408
398
1,011
5,艶１

499
1,303
3,銘５
7蛤
347
1,913
2５

723
8記

艶８
弱５

9７
弱１

3,3蛇

伊

都

橘 本 市
高野口町
かつらぎ町
九度山町
高 野 町
花 園 村

○
ト
ー

Ｊ
四
回

紀の川諦

1,765
153
1,田５
914
3 , 唖
2,帥６
11,131
17,824

1.848
166
1,742
鰐４

髄

759
9,955
15,弱４

528
釘
122
171
375
161
1,444
2 , 函

218
1１６
3１
3９
４
1１
419
函

4,359
認２

3０
２078
８翅
３ 737
2２ 別９
訂 ０４９

1,061
9１
212
195
艶１

６
2,銘６
7,475

ー

一

０
115
一

115
１１５

1,記９
記０
1,312
848
1 , m
訂８

5,605
16,751

2,3印
411
1,524
1,"３
2,1別
584
8,106
24,鋤１

5,釦２
4W
3,911
2,234
9,455
3,732
25,031
43,9別

1,駒７
4記
1,343
閉７
1,溺２
”
2４

17,個６

有

田

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
清 水 町
計

２
4５
485
例

1,3W
鯛

11,040

０
118
1,765
9６

2,648
4,273
8,900

一

１
3６
6１
9２
127
317

１

１
q■■■

1１
１
1４

３
l "
2,287
堕１

4,109
13,487
20,271

7９
4５
麗

1４
194
110
4師

ー

■■■■、

１
０
２
2９
3２

弱９

駈

銘

鋤０
3,741
1 , “
10,039

“８
640
2 “ 4
814
3,9訂
3５

10,$８

81
2鱒
2‘３１２
235
4,294
13,625
20,756

570
595
2,439
剛

3,752
1,鶴７

10,053

口
Ｈ
音
間

御 坊 市
由 良 町
日 商 町
美 浜 町

川 辺 町

９
5１
1 ”

471

2６
186
187

1,275

1８
q■■■

147
8７
7８

５
３
記

０
6２

5８
240
467
8７

1,8錨

239
弱

168
9８
1 “

-

一

一

1,344
1,3W
2,216
412
3,2認

1,$３
1,444
2,錦４
510
3,銘７

292
顕
6吃
1馬

1 ,麹

1,"９
1,391
2,249
412
3 , 率
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人 . 1 二 林

ス ギ ヒノキ マ ツ 広葉樹 計

天 然 林

マ ツ その他
針葉樹

その他
広葉樹 計

針
葉
樹
計

広
葉
樹
計

日

間

中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
龍 神 村
計

3６
5,147
齢０
弱

1,001
“

19,1"

2,918
2,973
2,252
1認

2,554
5,釦５
18,408

358
153
８
1２
4０
233
1,134

麓
１１
２
０
５
鉛

183

5,335
8,2餌

3,122
釦３
3,mO

1５ “１
3８ 蛇３

4７
4８
312
1５
2４
弱６

1,5釘

２
179
０

一

１
356
5銘

2,435
6,鮪３

4,227
1,026
ｎコし 277
口出し 779
3１ 390

2,4別
6,290
4,539
1,041
3,釦２
6,631
33,4弱

5,361
8 , "O
3,432
218
3,620
16,3M
40,845

2,458
6,074
4,229
1,舵６

3,2配
5,818
31,釘３

西

牟

典

田 辺 市

白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
(富田川計）
大 塔 村
日陞川町
す さ み 町
串 本 町
(日置川計）
計

592
344
弱３

4,駒２

6,釣１

5,455
1４

2,釦６

1,侭４
10,810
17,釦１

1,9略

1,1叫

2,㈹０
8b9Z
14,0理
8,712
5,737
7,816
2,570
型,脇５
38t857

203
187
l 餌
374
948
142
3胡
303
101
銘５
1,833

５
2２
２
1４
4３
2４
1５
３
10
艶
9５

２705
１747
2,779
14,173
２１ 404
1４ 認３
８105
10 429
３715
弱 記２
5７ 記６

528
369
102
１１０
1,109
4７
9９
4３
4６
235
1,344

4９
印
6１
3３
０
７
101
151

４313
２”７

鋤1
弘

11,055
5,215
3,767
4,576
3,479
17,037
28,092

4,別１

2,訂６

1,㈹４
兜

12,214
5,鉈３
3,的９
4,619
認

17,373
29,587

3,228
2,的４

2 ,麺
14,318
22,520
14,417
8,222
10,463
3,7銘
36,8弱
7３ 732

4,318
2,他９
帥３
3,8錫

11,0錦
5,露９

3,7艶
4,釘９

田
17,0"

魂187

東

牟

典

新 宮 市
熊 野 川 町
本 宮 町
北 山 村
(熊野川計）
那智勝禰町
太 地 町
古 座 町
古座川町
(古座川計）
計

2,754
5,弱８

4,139
1,620
14,111
4,163
6６
485
7,記５
11,9”
",110

1,6別

3,779
6,3侭

1.2釦

13,076
4,473
髄
9別
8,876
14,剥９
27ｹ425

199
110
200
l l
5羽

221

1４
記２
817
1,337

０
1
２
３
６
1６

ー

１
０
1７
認

４㈹７

９4配
10 704
２914
2７ 713
６873
1銘
1,434
16,743
27,182
54,田５

2４
帥

3８
4５
1師
７
７
１

172
1町
374

１
3田
３
１

3銘

2８
一

０
１
2９
3釘

W５
5,594
4,卵７

1,1記

12,釦８
6,671
207
2,315
10,160
19,353
31,弱１

1,"O
6,037
4,別８

１,１７８
12,763
6,706
214

2316
10,333
19,569
鉈,3記

４632
９9釦
1C 743
２ 957
"１２６２
8,892
139
1,434
16,916
",381
弱,“３

師５
5,5弱

4,別９

1,135
12,214
6,687
釦７
2,316
10,1m
19,370
31,584



３山村地域（振興山村）現況一覧表
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一

市町村名 地 域 名 総 伽 械
A ( h a )

林野面積
B ( h q )

林野率
B / A

総人口
C(人）

人'三l密度
C / A 指定年度

l l l 辺 市 秋 津 川
長 ツ ｆ

郡
“

５

２

９

０

９
】
ワ
］

2,275
1,738

9０
７９

1,041
1.316

0.41
0.60

４

４

４

４

新 富 市 IWi１１l ５,６１０ 5,222 9３ 606 ０l１ 4６

淀 哩 町

典
細 ツ ｆ
国 吉
長谷毛原

１,３３１
６４６

１,５８７
2.839

1,105
631

1,315
2,496

８３
９８

８３
８８

596
182
647

119１

０

０

０

０

4５
２８

４１
３９

4３
４３

４３
４３

野 上 町 志 麓 野 870 551 6３ 706 ０８1 4５

Wtl１ 町 細 野 941 874 9３ 245 ０2６ 4６

粉；’ 町 靹 ・ 淵 ３,０６１ 2,631 8６ １,Z８ ０ 4１ 4６

I : 1 i野町
野
撒

高
富

０

３

１ ０
381

９

３

867

096

9７
９２

5,843
1,393

０

０

５７

４１

4４

４４

花 刷 村 花 Ｉ 刺 ４824 ４457 9２ 801 ０1７ 4１

命 雌 町
石 垣
岩 術

４

１
167
592

３

１

404

250

8２
７９

2,077
832

０

０

０

２

５

５

4２

４２

澗 水 町

八 職
安 締
五

岩 愈

■
Ⅱ
４
の
／
』
ヘ
ペ
』
■
■
８

１ 076
737
317
139

４

７

３

５

１

７

５

９

７

４

２

９

９

。

ｆ

９

２

３

8８
９１
９８
８７

3.601
835

543
682

０

０

０

０

3３
３１
１６
６０

4３
４３

４３

４３

川 辺 町
炉
宙
ｒ
冒
四

・
仏
一
川
土

刻
ｒ
畑
ｒ

ｌ

Ｉ

１

３

950

743

1,616
1,815

8３

７５

７

９

７

２

Ｏ

７

Ｌ
ａ

０

０

5５

７３

4７

４７

! ' ’ 津 村 船 汗
川！ ' ！

４

３

800

906

４

３

286

580

8９

９２

１

１

631

098

０

０

3４

２８

１

１

４

４

X１l１
川 ｛ ：
寒 川

７

８

912

943

７

８

611
238

9６
９２

2,285
919

０

０

2９
１０

4０
４０

鮒 神 村

施 神
上１１１路
中l１１"
下 山 蹄

２

６

１

４

１ 416

991

878

173

２

６

１

３

１ 161

624

557

785

9８

９５

８３
９1

1,071

1,688
1,139

1,455

０

０

０

０

０９

２４
６１

３５

4３

４３
４３

４３

lli部川村

l i l l i f i町

構 川
ﾊ ル 城

要●召し、
▲
冑
Ｆ毎Ｊ津

２

３

３

843

539

848

２

２

３

505
948
534

8８

８３
9２

880
1,564
1,267

０

０

０

3１

４４
3３

4４

４４
4５

' '１拱町
東揃II１
北 高 川

の
〆
』
Ⅱ
Ⅱ
凸

6()４

６８３

２

１

１８５

３４１

8４

８０

2.512

1.50】
０
０
9６
８９

4５
４５
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(tla)1980年世界鰻林莱センサス（面積）、55年国勢調査（人口）による。
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市町村名 地 域 名 総 l i i "
A ( h a )

林野面械
B(ha)

林野率
B / A

総人 I : 1
C(人）

人'二I密度
C/A 指定年度

中辺蹄町
栗 桝 川
二 川
近 野

7.258

7,797
6.261

６．４５１

7,369
５，７９５

8９

９５
９３

２，５２１

1,()3１
1,082

０．３５
().１３
０,１７

4３

４３
４３

大 塔 村
鮎 川
櫛 里

１１１口
●
●

２

Ｒ

〉

０１

886
724

227

２

８

９

598
579

788

9０
９８

９６

1,799
918

795

０

０

０

6２
１１

０８

4２

４２
４２

上激IⅡ町 り １944 １700 8７ 1.578 ０８１ 4５

ｕ慨川町
舞
添

・
皇
川

３

７

876

067

３

６

368

693

8７

９５

1.254

923

０

０

3２

１３

４

４

４

．

４

ずさみ町

周 参 兇
大 部 河
佐 本
ｉ 灘

５

５

３

１

407

238

621

110

４
○
５
ｎ

口
１
人

850

002

491

105

9０

９６
９６

９９

4１,７６１

353
494

169

０

０

０

０

8８

０７

１４

１５

4４

４４
４４

４４

串 本 町 f I I 深 ３617 ３252 90 2,036 ０5６ 4６

那W"lli町
川
川

色

太

７

４

547

564

７

４

204

180

9６
９２

736
1,929

０

０

１０
４２

4３

４３

古 脹 町 川 原 ’ ２899 ２463 ８５ 1,403 (） 4８ 4２

古服川町

池
神

寺
』
■
″
９
■
■
■
■
９

Ｍ
Ｍ
睦
冊
Ｔ

■

０

１

．

８

０

〔 雌 川
七 川
小 川

３

３

．

３

０

７

１

867

599
939

847

124

３

３

３

０

６

１

834

207
695

１７５

８２８

9９
８９

９４

９４
９６

1,888
７８６

６６１

１,３７９
３1６

０

０

０

０

０

4９

２２
１７

１３

4０

４０
４０

４０

４０

野川町

倣 雌
ﾉ Ｌ 砿
1ミ樋l１
; i l tWf
小 l l

２

２

１

３

８

598
５

７

８

７

３

２

０

８

０

０

６

３

Ｑ
》
《
』
（
５
（
ｂ
勺
１

戸
ひ
Ｑ
）
、
。
父
）
ワ
】

へ
』
【
』
○
）
、
１
ワ
】

ａ

Ｌ

３

８

9１

８８

９１
８８

９８

382

455
9３

988

５1６

０

０

０

０

０

1５

2２
０９

３２

０６

4４

４４

４４
４４

４４

本 宮 町

３吋 川閲I】

l叫
４１１１

８

３

７

【
』
４
４
〈
Ｕ

Ｏ

５

？

】

７
［
』
０
〉

８

３

６

２

４

６

６

４

８

２

５

０

95

94１
８７

1.057

1,225
1,774

０

０

０

1２
３３
２５

１

１

１

４

４

４

北l１l村 北１１１ ４729 ４536 9６ 788 ０ 1７ 4５

ﾙト 6５ 296 578 272,693 9２ 83,229 ().2８



４林務関係行政組鍵図

課

部

部

部

究

査

務

研

調

修

験

営

総

試

経

研

林
業
セ
ン
タ
ー

総 務 班

計 画 普 及 班

木材森林組合班

林 道 班

林

政

課

》劃

課

係

務

営

総

経斗
林
木
育
種
場

鯰 傍 珊

儀 化 造 林 剛

呆謹県有林珊

台 山 ， 珊

畷 林 保 全 班

農
林

業

課

林

部

課

課導

務

指営

総

経部
山
村
産
業
試
験
場

調 整

振 興

櫛 造 改

班

班

班

山
村
対
策
課

）ゞ
善

総 務 課

造 林 課

緑 化 課

日 高 出 張 所

総 務 課

業 務 課

林
業
公
社

植 物 公 園
緑花センター

-６０-



係

係

係

係

木

及

務

林

土

普

林

導

庶

造

森

指

十課海 草 県 事 務 所

十“那賀県事務所

務

庶 務 係

造 林 係

山 村 対 策 係

森 林 土 木 係

指 導 普 及 係

伊都 県 事 務 所

十”有田県事務所

務 課
…ｼ’

県

係

係

係

係

係

係

係

係

策

林

務

対

道

山

及

営

林

有

村

庶

山

林

治

普

経

造

県

課

課

事
林 務

日高県事務所務

所 西牟婁県事務所

林 業 指 導 課
…

庶 務 係

造林県有林係

山 村 対 策 係

林 道 係

治 山 係

普 及 指 導 係

東 牟 婁 県 事 務 所 林 務 課
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５和歌山県林業関係団体一覧表 昭和“年４月１日現在

､罫

）｝

-６２-

｢

名 称 代表者名 所 在 地 遜舌悉号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和歌山県森林組合連合会

和歌山県木材協后瓶合連合会

和歌山県山村振興協議会

全 国 過 疎 地 域 振 興
連 盟 和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和歌山県治山防災協会

和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

和歌山喋鞠長炭技術保存会

和歌山県山林種苗協同組合

和歌山県公団造林協会

和歌山県 林業研究グループ
連 絡 協 謡 会

和歌山県林業技術普及協会

和歌山県林材振興協議会

和 歌 山 県 猟 友 会

林業・木材製造業労働災害
防止協会和歌山県支部

和歌山県林業経営協議会

紀州材流通促進協議会

グリーン字ｲｽﾀー 迎絡協議会

紀 州 林 業 懇 話 会

紀 州 林 業 懇 話 会
腎 年 部

仮 谷 志 良

山 中 禎 次

榎 本 長 平

ｲ 鴫 場 俊 彦

仮 谷 志 良

松 本 光 昌

柏 木 利 三

仮 谷 志 良

日下善右衛門

”

山 中 一 晃

山 中 禎 次

真 砂 典 明

山 中 禎 次

仮 谷 志 良

築野秀太郎

榎 本 長 平

高 垣 修 三

山 中 禎 次

森山富士男

尾 崎 一 朗

広 本 喜 亮

〒 “ ０ 県 建 設
和歌山市湊通り丁北1丁目１-８会館内
〒６４0
和歌山市湊通り丁南４丁目１４番地
〒６４0
和歌山市西浜１６６０
〒６４０和歌山市小松原通り1-1蕊鯛村

" 〃

〃 県庁林政課内

” 県庁林業課内

〃 ”

〒 6 4 6 西 牟 典 県 事 務 所
田辺市朝日ケ丘２３-１林業指導課内

〃 〃

〒640
和歌山市小松原通り１-１県庁林業課内
〒６４０
和歌山市湊通り丁南４丁目１４林業会館内
〒640
和歌山市小松原通り１-１県庁林政課内

〃 "

" ”

〒640
和歌山市友田町３丁目１４番地
〒６４０
和歌１１１市西浜1660県木迎内
〒640
和歌山市小松原通り’-１県庁林政課内
〒640
和歌山市湊通り丁南４丁目１４県森連内
〒649-21
西牟典郡上富田町生馬1504-1
〒646（事務局）真砂久哉
田辺市新庄町加1９真砂商店内
〒641１(事務局）
日高郡中津村大字三佐妬5番小早川真

０７３４
⑳０５０５
Ｗ鋤
⑳４３５１
０７３４
⑮０５９２
０７３４
⑫４１１１

”

〃

”

〃

0739
@１２００

〃

０７３４
⑫４１１１
Ｗ３４
⑳４３５１
０７３４
⑫４１１１

”

”

０７３４
⑳４２９０
０７３４
⑰２２６２
０７３４
⑫４１１．１

０７３４
⑳４３５１
０７３９
，２４６８
０７３９
⑫１６０９
０７３８
⑮００１０
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